
令和元年度 第１回 有田区地域協議会 

 次 第 

 

日時：令和元年５月２７日（月）午後１時３０分～ 

会場：カルチャーセンター 研修室 

 

 １ 開  会                        

 

 ２ 会長あいさつ                     

 

 ３ 議  題 

  【報告事項】 

   ・第６次行政改革推進計画及び事務事業評価の結果について 

 

  【協議事項】 

   ・地域活動支援事業について              

① 提案者による提案説明、質疑応答         

提案
№ 

団体名 事業名 
予定
時刻 

3 
「有田地区の歩み」を発行する

会 

「有田地区の歩み」（仮称）を発行

する事業 
14：00 

2 有田こどもフェスタ実行委員会 有田わくわくフェスタ事業 14：05 

6 
有田地区体育・レクリエーショ

ン協会 

有田地区体育・レクリエーション

協会事業 
14：10 

7 直江津東中学校野球部保護者会 
上越市立直江津東中学校野球グラ

ンド整備事業 
14：15 

11 350 同友会 
第10回マリンロード350プチ花壇

コンテスト事業 
14：20 

1 有田福祉の会 有田地区いきいき支援事業 14：25 

8 有田地区町内会長協議会 
有田地区交通安全・防犯、防災啓

発活動推進事業 
14：30 

9 有田地区小学校後援会 
有田地区小学校音楽演奏活動支援

事業 
14：35 

4 

直江津東地域学園運営協議会 

直江津東地域学校教育・家庭教育

支援事業 
14：40 

5 
直江津東地域防災・防犯活動支援

事業 
14：45 

10 
直江津東中学校区小・中学生キャ

リア教育支援事業 
14：50 

 
裏面あります 



 

② 委員協議・採決                   

                

  

４ そ の 他 

               

  

５ 閉  会 
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事務事業評価の結果について 
 

１ 事務事業評価の実施 
⑴ 目的 

第 6次総合計画における施策を評価し、また、施策を実現するための事務事業を評価するこ

とにより、限られた経営資源（財源、公共施設等、人材・組織）の範囲で、政策的視点から施

策の重点化を明確にするとともに、行政改革の視点から事務事業の必要性・有効性・効率性を

検証し、施策の実現に資する重要な事務事業を着実に推進しつつ、事業量と業務量の削減を図

るもので、具体的には次の 3点を目指します。 

・財政規模の縮小への備え  … 歳入に見合った歳出規模と業務量への見直し 

・経営資源の最適配分  … 施策評価に基づく施策・事業の重点化 

・最小経費・最大効果の事業執行 … 目的・目標の再確認及び事業執行の更なる効率化 

 

⑵ 対象事業（1,408 事業） 

・平成 31 年度から平成 34 年度までに実施を予定する一般会計及び特別会計（公営企業会計を

除く。）の事務事業（1,313 事業） 

ただし、施設の廃止・見直し等については、平成 32 年度末までに策定する個別施設計画

で検討するため、対象外としました。 

・予算は計上されていないが、一定以上の業務量を要する事務事業（95事業） 

 

⑶ 評価の手順 

ア 施策評価 

第 6 次総合計画前期基本計画に基づく 42 の基本施策を構成する 106 の「施策の柱」ごと

に、進捗や課題を考察し、今後 4年間の取組の方向性を明確化した上で、政策的な事務事業

の評価に反映しました。 

 

イ 事務事業評価 

評価段階 評価者 

一次評価 
事業所管課が評価項目（必要性・有効性・効率性）に基づき評価し、

事業の方向性を判断 

事務局ヒアリング 
事務局（行政改革推進課・企画政策課・財政課・人事課）が一次評価

に対し事業所管課へヒアリング 

二次評価 
副市長・教育長・政策監が、一次評価及び事務局ヒアリングによる事

業の方向性に対し政策的視点で評価 

最終評価 市長が二次評価に対し政策的視点で評価 

 

⑷ 一次評価の評価項目 

評価項目 評価内容 

必要性 

・市民ニーズ（市民の声や要望、対象者数の推移等）を検証 

・行政関与の必要性（市が実施すべき事業か、民間や国県による代替が可能か）を

検証 

有効性 
・目標の達成状況、進捗状況、主な成果（平成 27 年度～平成 29年度）を検証 

・政策間の連携による複数分野での相乗効果を検証 

効率性 

・近隣自治体や類似団体との比較による事業規模・サービス水準を検証 

・民間活力等の活用による事業実施の可否など事業の実施方法を検証 

・事務の効率化・簡素化（経費削減や事業の整理・統合などの可否）を検証 

・適正な受益者負担（事業費やサービス水準とのバランス、自主財源の確保）を検

証 
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⑸ 評価結果の区分（事務事業の方向性） 

平成 34 年度までの事務事業の方向性について、次の区分により評価を行いました。 

次ページ以降の評価結果一覧については、評価結果のうち、「廃止」「一部廃止」「見直し」「拡

充」と評価した事務事業を掲載しています。 

なお、平成 34 年度までの間には、本資料に掲載されている評価結果だけではなく、平成 35

年度以降の収支均衡を目指し、一層の事務事業の見直しに取り組みます。 
 

評価区分 内容 事業数 

廃止 ・廃止とする事務事業 25  

一部廃止 ・事業規模、対象者等を縮小する事務事業 24  

見直し 

・事業の成果・効果を高めるために内容を見直す事務事業 

・事業の実施主体やサービス提供方法、受益者負担を見直す事務事業 

・今後の方向性について、制度や計画等を含めて検討する事務事業 

179  

拡充 ・事業規模、対象者等を拡充する事務事業 18  

完了 
・あらかじめ完了年度が設定されており、今後確実に完了が見込まれ

る事務事業 
154  

現状維持 ・継続して実施する事務事業 1,008  

合計 1,408  

 

⑹ 評価結果の取扱い 

ア 関係者との協議 

・事務事業評価は、財政収支の均衡を目指すための行政の自己評価であり、今後、関係者等

への説明や協議を十分に行いながら取組を進めていきます。 

イ 評価結果の反映 

・評価結果と連動した「財政計画」及び「定員適正化計画」を策定しました。 

・評価結果に基づく取組を反映した予算編成を実施します。 

 

 



【資料№２】

項目 令和元年度の方針

募集期間 ・4/１（月）から　5/7（火）まで

・3/1　地域協議会だより全戸配布（事前相談の案内等）

・3/18　募集説明会を開催

・4/1　募集要項を全戸配布

採択方針

　有田区住民の活性化につながる事業及び住民の生活環境の向上に資する事業で、事業実施
による効果が期待できる事業を優先的に採択する。
　なお、優先的に採択する以外の事業については、制度の趣旨や全体のバランス、地域の要望等
を考慮し採択する。

　優先的に採択する事業の分野

　○地域振興に資する事業
　　（例）住民交流（世代間交流）事業、各種団体との連携、住民啓発事業、
　　　　　住民交流の場(施設、公園など)の充実等

　○生活環境の向上に資する事業
　　（例）環境美化活動、道路沿線のクリーン活動、花いっぱい運動、
　　　　　住環境の充実につながる事業等

　○安全安心、地域防災の向上に資する事業
　　（例）安全安心マップ作製・配布、通学路危険箇所の調査・マップ作製、
　　　　　防犯活動（ベスト、帽子、旗等の整備）支援、水害避難訓練等

　○教育文化・健康に資する事業
　　（例）教育環境の充実、伝統文化の継承（復活）、
　　　　　スポーツ・レクリエーション事業、健康増進事業等

　○その他
　　上記に属さないが、有田区の活性化につながる事業

審査方法
・全事業ヒアリングを実施する。

・提案書、ヒアリング内容をもとに審査を行い、全体協議を経て採択等を決定する。

・上限・下限なし

・傾斜配分：なし

・補助率：10/10以内

補助率等

令和元年度　有田区地域活動支援事業の採択方針等について

その他

周知方法

・委員が提案団体の代表者や役員であった場合の審査への関わりについて
　→　全ての審査に参加する。



資料Ｎｏ.3

事業費 補助希望額 担当課 所見 特記事項

1 有田地区いきいき支援事業 有田福祉の会 633 632

カルチャーセンターを拠点に高齢者の介護予防につながる
通いの場として実施している「すこやかサロン」の内容を充
実させ、必要な備品を備えることで、更なる高齢者支援と地
域全体で支え合う基盤を作り、地域活性化を図る。

高齢者支援課 課題なし

2 有田わくわくフェスタ事業 有田こどもフェスタ実行委員会 290 275

世代間の交流を図り、地域全体で子どもたちを育てていく
きっかけづくりのため、講師の補助は中学生ボランティアが
担い、大人も子どもも一緒に楽しめる「有田わくわくフェスタ」
を開催する。

社会教育課 課題なし

文化行政課 課題なし
【文化行政課】
冊子は完成後、参考資料とするため当課へ1部寄贈（難しい
場合は貸与）をお願いします。

人権・同和対策
室

課題あり
【人権・同和対策室】
上越地域の歴史には差別を受けていた人々の歴史もあるこ
とから、編集内容には特段の配慮が必要です。

4 直江津東地域学校教育・家庭教育支援事業 直江津東地域学園運営協議会
保倉区、
北諏訪
区

453 408
直江津東中学校区の学校教育及び家庭教育の一層の充実
を図るため、「教育要覧」「教育ハンドブック」を発行し、各家
庭等に配布する。

学校教育課 課題なし
【学校教育課】
事業の実施に当たっては、学校と十分に連携してください。

5 直江津東地域防災・防犯活動支援事業 直江津東地域学園運営協議会
保倉区、
北諏訪
区

2,040 1,684
直江津東中学校区の住民の防災、防犯活動に活用するた
め、「直江津東中学校区地図」の作成及び配布を行う。

市民安全課 課題なし

6 有田地区体育・レクリエーション協会事業
有田地区体育・レクリエーション協
会

710 700
有田地区住民の体力づくりと親睦を図るため、輪投げ大会、
自然散策、親善ソフトバレーボール大会、体育祭などを実施
する。

教育総務課 課題あり

【教育総務課】
グラウンドは、本来重機及び車を乗り入れる場所ではない
ため、重機等を乗り入れる場合は、タイヤの跡を残す等グラ
ウンドを傷つけないよう配慮してください。学校施設を損傷さ
せた場合は、現況復旧していただくことになります。
ベンチ及びコートブラシの設置については、使用者の責任
において管理し、使用者の所有物であることがわかるよう明
記してください。

スポーツ推進課 課題あり

【スポーツ推進課】
グラウンド整備に係る学校との共同作業に関し、トラクター
の能力を超える作業の実施や機械トラブルの懸念がありま
すので、事前に教育総務課や学校、トラクターを運転する職
員等と打合せを行い、詳細な作業内容を明らかにしてくださ
い。

8 有田地区交通安全・防犯、防災啓発活動推進事業 有田地区町内会長協議会 1,073 1,072
各町内で行っている防災活動を推進するため、実態調査を
行うと共に、各町内が円滑に防災に対応できるよう支援す
る。

市民安全課 課題なし ,

9 有田地区小学校音楽演奏活動支援事業 有田地区小学校後援会 482 481

有田区の各種行事を盛り上げることを目的に、有田小学校
と春日新田小学校で専門家による演奏技術講習会を行うほ
か、春日新田小学校で不足している楽器の補充を行い活用
する。

教育総務課、
学校教育課

課題なし

【教育総務課】
備品の適正管理の観点から、明確な表示等により事業主体
所有備品と学校備品との区分け管理が適正に行えるので
あれば、備品の購入に支障はありません。
ただし、事業主体所有備品の修繕・メンテナンス費用は、事
業主体から負担いただくことになります。

【学校教育課】
事業の実施当たっては、学校と十分に連携するとともに、児
童の安全に配慮してください。備品を購入する場合は、備品
の適正管理の観点から、提案団体所有備品と学校備品と
の明確な区分け管理が行えるのであれば購入に支障はあ
りません。
ただし、提案団体所有備品の修繕や更新費用は提案団体
が負担することになります。

事業内容の概要№ 事業の名称 団体等の名称
複数区に
提案して
いる場合

事業費等（単位:千円）

令和元年度 有田区　地域活動支援事業提案書　受付一覧

担当課所見

上越市立直江津東中学校野球グランド整備事業 直江津東中学校野球部保護者会 472 471
直江津東中学校の生徒たちが、安全・安心にグランドで部
活動できる環境を作るために、生徒、保護者が一緒に整備
を行う。

7

3 「有田地区の歩み」（仮称）を発行する事業 「有田地区の歩み」を発行する会 1,404 1,403
有田地区の社会事象の変化を知り、地域を愛する心を育成
するため、地域の歴史を冊子にまとめる。



事業費 補助希望額 担当課 所見 特記事項

10 直江津東中学校区小・中学生キャリア教育支援事業 直江津東地域学園運営協議会
保倉区、
北諏訪
区

2,899 2,440

小・中学生の自立や、若手リーダーの育成等を地域全体で
支援するために、地域の企業や中学校の卒業生、地域住民
の協力を得て、仲間づくり活動や講演会の開催、職場体験
成果発表会、立志式等を実施する。

学校教育課 課題なし

11 第10回マリンロード350プチ花壇コンテスト事業 350同友会 614 528
国道350号線周辺地域の活性化を図るため、昨年に引き続
きプチ花壇コンテストを開催する。

道路課 課題なし
【道路課】
一般国道350号については、道路管理者である上越地域振
興局と協議してください。

残額

事業の名称№ 団体等の名称
複数区に
提案して
いる場合

配分額
（単位：千円） 8,800 差引 -1,294 11,070 10,094

事業費等（単位:千円）

事業内容の概要

担当課所見




